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「心をつなぎ 気概に満ちた」十島の教育

「見あげてごらん夏の夜空を」

十島村教育長 有 村 孝 一

コロナ禍で日本中の人々の気持ちが沈みがち
になっています。本来あるべき日常がありません。
「新しい生活様式」が定着してきますと、マスク着
用が当たり前の、これまでは考えてみたこともないよ
うなことが日常になってきます。私たちは、これに順
応していかなくてはなりません。
そんな中、視線を少し上にもっていって、夏の夜

空を見上げてみませんかという話です。夏は夜空
がきれいです。鹿児島より十島のそれははるかにき
れいなことでしょう。夏の空を代表するのがさそり座
や白鳥座などが有名です。また、白鳥座のデネ
ブ、ワシ座のアルタイル、こと座のベガの3つの星を
結んだ細長い大きな三角形
を、夏の大三角形と呼んでい
ます。ベガとアルタイルは、七
夕伝説における「おりひめ（織
姫）」と「ひこぼし（彦星）」で
す。そしてその間を天の川が
流れています。
その夜空を見ていると、時々人工衛星が飛んで

いることがあります。実は、8月4日から9日にかけて
時間は20時34分や19時47分などとまちまちでした
が、国際宇宙ステーション日本実験棟（ＩＳＳ）「きぼ
う」を見ることができたのです。
ＪＡＸＡのホームページ等によると、国際宇宙ステ

ーション「きぼう」は、地上約400ｋｍ上空に建設され
た、人類史上最大の宇宙施設です。その大きさ
は、ほぼサッカー場ほどの大きさで質量は約420トン
になるそうです。地球1周約90分で自動落下しなが
ら回っているため、中は地上の100万分の1ほどの
重力しかありません。
また、各種の宇宙放射線が降り注ぎ、ＩＳＳの周りは
ほとんど大気がありません。このような特別な環境を
利用して、宇宙での実験・研究や地球・天体の観
測などを行っているのがＩＳＳ計画というのだそうで
す。このことにより、科学技術をより一層進歩させ地
上での生活や産業の発展に役立てることを目的と
しているのだそうです。その「きぼう」を8月5日に見る
ことができました。
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約6分間ほどでしたが、北西の空を明るい星のよう

な光が、飛行機よりも速いぐらいのスピードで移動して

いくのを、 はっきりと観察することができました。
夏はこのほかにも「ペルセウス座流星群」が8月11

日から14日未明にかけて最大で30個ほどの流れ星
を観測できたようです。
夜空を眺めてしばしコロナ禍を忘れて、広大な宇宙

へと思いをはせた夏のひと時でした。まだ
まだ、コロナウィルス感染症は広がりを見
せています。皆さんで気を付けて過ごして
いき、一日も早い終息を願うばかりです。

「なんか懐かしいなあ」。最初に口之島に降り立っ

たときの素直な感想です。他県ではありますが離島出

身の私が生活していた島によく似た雰囲気を感じまし

た。まだ薄暗い早朝、港で、児童生徒・保護者の皆さ

ん・先生方に温かく出迎えられ、新しい生活のへのや

る気が湧いてきたのをはっきり覚えています。後日改

めて港に行ったときに、港のつくりや形状、雰囲気が

故郷とよく似ていて、なにか縁のようなものを感じま

した。

不安だらけのスタートでしたが、児童生徒たちの笑

顔やがんばっている姿に元気をもらい、島民の方々と

のふれあいに活力をもらい、職場の先生方に勇気をも

らいと多くの方々の支えのおかげでなんとか１学期を

終える事ができました。

新型コロナの影響で、これまで通りの行事や学校活動
が縮小、中止になりとても寂しく感じています。また、
地域の方々とのふれあいなどもなかなかできていない
状況です。そんな中でも今できることに情熱を注いで、
縁あって（自分の解釈）赴任した口之島小中学校・地
域の力になれるようにがんばっていきたいと思いま
す。

口之島で勤務していますが、十島は一つです。ぜひ、
みんなでチーム「スクール十島」で、お互いに助け合
いながら本年度もみんなでがんばっていきましょう。
皆さん、よろしくお願いします。

僕は今、平島で一学期を終えようとしています。この
日まで、いろんなことがありました。その経験は、
初めてで、しかも、どれも素晴らしい経験でした。
一番最初に体験したのは、「つり」でした。僕は、

川でしかつりをしたことがなかったので、とても楽
しみでした。何よりも驚いたのは、魚をたくさんつ
ることかできるということです。海づりは、なかな
かつれないというイメージがあったのですが、ポン
ポンとつれることがあるので、つりにいくことがと
ても楽しみです。
次に好きになったものは「変形菌」です。島に来

て、図書室でふと目に留まったのが「変形菌」とい
う本でした。平島には、千年ガジュマルという大き
な木があります。そこに、月に一回は「変形菌」を
探しに行っています。他にも、タケノコ採りやトビ
ウオすくいも、体験しました。そして、今、僕は「平
島太鼓」の練習を頑張っています。この島に来て、
まだ少ししか経っていませんが、とてもいい所です。
これからも、一日一日を大切にして、よい一年にし
たいと思います。

【口之島小・中学校からのメッセージ】
教頭 尾崎 成就

シリーズ・・・十島村で学ぶ
平島での一学期

平島小学校 ６年 島田 宇海

今月の「十島パワーにパチリ！」

【トカラ集会 】

【６月１３日（土）中之島小中学校の様子】

今年は、コロナウィル感染拡大防止のために、全国
のほとんどの小・中学校が休校となりました。その間
に、インターネットを使ったＷｅｂ授業が行われるな
どの工夫が報道されていましたが、十島では、テレビ
会議システムを使った遠隔授業がいち早く取り入れら
れてきています。このテレビ会議システムを使って、
毎月第２土曜日の登校日には、「トカラ集会」を実施
しています。今年度は、各島の特徴をクイズにしたり、
島に伝わる行事等を発表したりして、とても有意義な
時間を過ごしています。進行は、毎月、
各学校持ち回りで、当番制ですが、とて
も立派に集会をリードしてくれていま
す。これからも、楽しみです。

宝島小中学校に赴任して１年が経ちました。ちょうど１

年前に期待と緊張の中、鹿児島を出発し、宝島に到着する

と、児童生徒や保護者、多くの島民のみなさんに出迎えら

れたことが昨日のことのように思い出されます。この一年

間を振り返り、教育活動で特に力を入れて取り組んできた

ことが２つあります。１つ目は、複式学級の指導です。こ

れまでは、単学級での経験しかなかったので、複式学級で

の指導は初めての経験でした。最初は、授業の組立てを試

行錯誤しながら、終えるだけで精一杯の日々でしたが、十

島村教育研究会や校内研修を通して、少しずつ授業の内容

を高めていくことができました。今年度は、昨年度よりも

授業力を高め、本校の児童の学力向上に努めていきたいで

す。２つ目は、スポーツ少年団の指導です。宝島小中学校

では、全児童生徒がバドミントン部や少年団に所属してい

ます。少年団では、技術面や体力面だけでなく生活面の向

上にも取り組んでいます。最後まで諦めず粘り強い心をも

ち、あいさつや返事、感謝の言葉など、当たり前のことを

当たり前に言える児童を今後も育成していきたいと思いま

す。家庭・地域・学校が一体となり島全体で行う教育活動

は、子どもたちの成長にとって必要不可欠であると感じま

す。これからも子どもたちのためにより一層邁進していき

ます。

十島での出会いを大切にし、十島の児童生徒のためにこ

れからも頑張っていきましょう。

【宝島小・中学校からのメッセージ】
教諭 志戸岡 直希

新しい令和の時代が幕を開け、１年延期になりま
したが、東京オリンピック・パラリンピック競技大
会の開催を控えた今、我が国では、未来に向けて社
会全体で人権問題に取り組もうとする気運がかつて
なく高まっています。
しかし、一方では、いまだに、生命・身体の安全

に関わる事象や不当な差別などの人権侵害が存在し
ています。特に、いじめや児童虐待などにより子ど
もが命を落とすといった痛ましい
事案が依然として後を絶たず、ま
た、スマートフォンなどの普及と
あいまって、インターネット上で、
他人を誹謗中傷したり、個人の名
誉やプライバシーを侵害したり、
あるいは偏見・差別を助長するよ
うな情報を発信したりするといっ
た悪質な事案も急増しています。
これらの 問題を解決するために
も、引き続き、私たち一人一人
が自分の課題として理解を深め
ようとすることが大切です。
「心のバリアフリー」について、
考える機会にしていただければと思います。今月は、
テレビスポットを始め、多くの啓発活動等が行われ
ました。今後の放映も、ご覧ください。

鹿児島県人権同和問題

啓発強調月間ポスター

８月は
人権同和問題啓発月間です。


